
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 平成27年10月９日

【四半期会計期間】 第175期第１四半期(自　平成27年６月１日　至　平成27年８月31日)

【会社名】 株式会社　岡山製紙

【英訳名】 Okayama Paper Industries Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　津川　孝太郎

【本店の所在の場所】 岡山市南区浜野１丁目４番34号

【電話番号】 ０８６－２６２－１１０１

【事務連絡者氏名】 取締役総務経理部長　　永井　健司

【最寄りの連絡場所】 岡山市南区浜野１丁目４番34号

【電話番号】 ０８６－２６２－１１０１

【事務連絡者氏名】 取締役総務経理部長　　永井　健司

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

EDINET提出書類

株式会社岡山製紙(E00687)

四半期報告書

 1/12



第一部【企業情報】
第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次

第174期

第１四半期

累計期間

第175期

第１四半期

累計期間

第174期

会計期間

自 平成26年

 　６月１日

至 平成26年

　 ８月31日

自 平成27年

 　６月１日

至 平成27年

　 ８月31日

自 平成26年

　 ６月１日

至 平成27年

 　５月31日

売上高 (千円) 2,159,069 2,244,790 8,638,021

経常利益 (千円) 65,032 53,612 157,042

四半期(当期)純利益 (千円) 38,244 35,578 76,779

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 821,070 821,070 821,070

発行済株式総数 (株) 7,000,000 7,000,000 7,000,000

純資産額 (千円) 7,625,349 8,063,323 8,047,702

総資産額 (千円) 11,309,860 11,813,870 12,061,163

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 6.41 6.16 13.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 12.00

自己資本比率 (％) 67.4 68.3 66.7

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】
　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社に

おける異動もありません。
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第２【事業の状況】
１【事業等のリスク】
当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】
該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(１)経営成績の分析

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、総じて足踏み感が強まっており、期待されていた家計の実質

所得の回復ベースが鈍いほか、輸出が伸び悩んでいることから、2015年４月～６月の実質経済成長率が前期比

年率△1.2％と３四半期ぶりのマイナス成長となりました。

　板紙事業におきましては、需要は引き続き弱含みであり、厳しい環境で推移しています。

　こうした状況のなか、当社は経営全般にわたるコスト低減に総力を結集する一方、需要に見合った生産レベ

ルの維持と適正な製品価格の実現に努めました。

　この結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,244百万円(前年同期比4.0％増)、営業利益は33百万円(同

33.9％減)、経常利益は53百万円(同17.6％減)、四半期純利益は35百万円(同7.0％減)となりました。

　各セグメントの概況は次のとおりであります。

○板紙事業

　当事業関連では、販売数量が増加する一方、製品価格の値上げ等もあり、売上高は1,843百万円(前年同期

比4.2％増)となりました。

○美粧段ボール事業

　当事業関連では、青果物関連品や医薬品関連品等が増加し、売上高は401百万円(前年同期比3.1％増)とな

りました。

(２)財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末の総資産は11,813百万円となり、前事業年度末に比べ247百万円減少しました。内

訳は、流動資産が220百万円の減少、固定資産が27百万円の減少であります。

　流動資産減少の主な要因は、受取手形及び売掛金129百万円の減少であります。また、固定資産減少の主な

要因は、機械及び装置32百万円の減少であります。

　負債は3,750百万円となり、前事業年度末に比べ262百万円減少しました。内訳は、流動負債が244百万円の

減少、固定負債が18百万円の減少であります。

　流動負債減少の主な要因は、支払手形及び買掛金161百万円の減少であります。また、固定負債減少の主な

要因は、役員退職慰労引当金20百万円の減少であります。

　純資産は8,063百万円となり、前事業年度末に比べ15百万円増加しました。主な要因としてはその他有価証

券評価差額金の増加14百万円であります。

　以上の結果、自己資本比率は前事業年度末の66.7％から68.3％となりました。

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(４)研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、4百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】
１【株式等の状況】
(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年10月９日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 7,000,000 7,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 7,000,000 7,000,000 － －
 

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成27年６月１日～
平成27年８月31日

－ 7,000,000 － 821,070 － 734,950

 
(６)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(７)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成27年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】
平成27年８月31日現在

 
区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,231,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,728,000 5,728 同上

単元未満株式 普通株式　　41,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,000,000 － －

総株主の議決権 － 5,728 －
 

②【自己株式等】
平成27年８月31日現在

 
所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社岡山製紙
岡山市南区浜野
１丁目４番34号

1,231,000 － 1,231,000 17.58

計 － 1,231,000 － 1,231,000 17.58

(注)当第１四半期会計期間末の自己保有株式数は1,231,460株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

17.59％)であります。

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第63号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年６月１日から平成

27年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年６月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(１)【四半期貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成27年５月31日)

当第１四半期会計期間

(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,815,358 2,828,769

受取手形及び売掛金 ※ 3,472,936 ※ 3,343,033

商品及び製品 379,632 329,274

仕掛品 25,114 15,195

原材料及び貯蔵品 326,180 290,081

その他 177,424 170,173

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 7,194,646 6,974,528

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 593,804 582,197

構築物（純額） 124,089 122,301

機械及び装置（純額） 1,473,551 1,440,831

車両運搬具（純額） 1,533 1,333

工具、器具及び備品（純額） 14,340 13,988

土地 194,549 194,549

リース資産（純額） 16,179 13,791

有形固定資産合計 2,418,047 2,368,993

無形固定資産 6,965 6,525

投資その他の資産   

投資有価証券 2,428,590 2,450,909

出資金 9,793 9,793

その他 3,120 3,120

投資その他の資産合計 2,441,503 2,463,822

固定資産合計 4,866,516 4,839,342

資産合計 12,061,163 11,813,870

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 2,084,634 ※ 1,923,455

未払金 328,953 306,160

未払費用 475,191 453,291

未払法人税等 32,206 3,074

その他 112,161 103,006

流動負債合計 3,033,147 2,788,988

固定負債   

繰延税金負債 487,132 507,278

退職給付引当金 431,415 414,451

役員退職慰労引当金 54,320 33,756

その他 7,445 6,072

固定負債合計 980,313 961,558

負債合計 4,013,460 3,750,547
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成27年５月31日)

当第１四半期会計期間

(平成27年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 821,070 821,070

資本剰余金 734,950 734,950

利益剰余金 5,448,730 5,449,697

自己株式 △404,482 △404,482

株主資本合計 6,600,267 6,601,234

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,447,434 1,462,088

評価・換算差額等合計 1,447,434 1,462,088

純資産合計 8,047,702 8,063,323

負債純資産合計 12,061,163 11,813,870
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(２)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  (単位：千円)

 

前第１四半期累計期間

(自　平成26年６月１日

　至　平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間

(自　平成27年６月１日

　至　平成27年８月31日)

売上高 2,159,069 2,244,790

売上原価 1,785,442 1,882,386

売上総利益 373,627 362,403

販売費及び一般管理費 323,616 329,356

営業利益 50,010 33,046

営業外収益   

受取配当金 14,602 16,185

その他 891 4,866

営業外収益合計 15,493 21,052

営業外費用   

売上割引 470 485

その他 0 0

営業外費用合計 471 486

経常利益 65,032 53,612

税引前四半期純利益 65,032 53,612

法人税、住民税及び事業税 38,946 951

法人税等調整額 △12,158 17,081

法人税等合計 26,787 18,033

四半期純利益 38,244 35,578
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前事業年

度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が前事業年度末残高に含まれております。

 
前事業年度

(平成27年５月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年８月31日)

受取手形 171,556千円 －千円

支払手形 138,850 －

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 平成26年６月１日
 至 平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
 至 平成27年８月31日)

減価償却費 74,486千円 68,169千円
 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月27日
定時株主総会

普通株式 35,763 6 平成26年５月31日 平成26年８月28日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　平成27年６月１日　至　平成27年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月26日
定時株主総会

普通株式 34,611 6 平成27年５月31日 平成27年８月27日 利益剰余金

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
合計 調整額

四半期損益計算
書計上額(注) 板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,770,041 389,028 2,159,069 2,159,069 － 2,159,069

セグメント間の内部
売上高又は振替高

12,004 5,007 17,012 17,012 △17,012 －

計 1,782,045 394,035 2,176,081 2,176,081 △17,012 2,159,069

セグメント利益 33,157 16,853 50,010 50,010 － 50,010

(注)セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　平成27年６月１日　至　平成27年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
合計 調整額

四半期損益計算
書計上額(注) 板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,843,771 401,018 2,244,790 2,244,790 － 2,244,790

セグメント間の内部
売上高又は振替高

14,062 5,504 19,566 19,566 △19,566 －

計 1,857,834 406,523 2,264,357 2,264,357 △19,566 2,244,790

セグメント利益 27,376 5,670 33,046 33,046 － 33,046

(注)セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6円41銭 6円16銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 38,244 35,578

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 38,244 35,578

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,960 5,768

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成27年９月28日

株式会社岡山製紙    

 

 取締役会 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 越智　慶太　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社岡山製

紙の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの第175期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年６月１日から平成27

年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年６月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社岡山製紙の平成27年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　   ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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